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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支柱と、上桟と、引寄せ具と、キャップを備え、引寄せ具は、前側に設けた係合部と、
後ろ側に設けた固定部と、係合部と固定部をつなぐ連結部を有しており、キャップは、支
位の上端を覆うものであり、支柱の上端の前側に上桟が位置しており、引寄せ具により上
桟を支柱に引き寄せて固定するものであって、引寄せ具の係合部が上桟に係合しており、
連結部の少なくとも一部がキャップの下縁と支柱の上端の隙間から支柱の上端を越えてお
り、支柱内に位置する固定部を支柱の後側から引き寄せてあることを特徴とする構造体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、支柱に上桟を取り付けたフェンスなどの構造体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、非特許文献１に示すような、支柱の前側に上桟を取り付けた構造のフェンスにお
いて、支柱１０１と上桟１０２の連結部には、図６に示すような取付具１０３を用いてい
た。この取付具１０３は、下部に係合部１３１を有し、上部に固定部１３２を有し、さら
に上端に把持部１３３を有するものであって、係合部１３１に上桟１０２を係合させ、把
持部１３３を持って位置調整を行い、固定部１３２を前側から支柱１０１の前側面にネジ
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止めして、上桟１０２を支柱１０１に固定するものである。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】「エクステリア総合カタログ２０１６－２０１７（ＳＴＸ１０１３Ａ）
」、三協立山株式会社、２０１６年３月、ｐ．６５４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような従来の上桟の取付構造は、上桟の上側で取付具を支柱に前側からネジ止めす
るものだったので、支柱の上端の前側面を露出させなければならず、支柱が上桟よりも上
側に突出していた。これに対し、意匠性向上のため、支柱が上桟よりも上側に突出しない
構造のものが求められていた。
【０００５】
　本発明は、上記事情を鑑みたものであり、支柱の上端の前側に上桟を取り付け可能で、
支柱が上桟よりも上側に突出しない構造体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、支柱と、上桟と、引寄せ具と、キャップを備え、引寄せ具は、前側に設けた
係合部と、後ろ側に設けた固定部と、係合部と固定部をつなぐ連結部を有しており、キャ
ップは、支位の上端を覆うものであり、支柱の上端の前側に上桟が位置しており、引寄せ
具により上桟を支柱に引き寄せて固定するものであって、引寄せ具の係合部が上桟に係合
しており、連結部の少なくとも一部がキャップの下縁と支柱の上端の隙間から支柱の上端
を越えており、支柱内に位置する固定部を支柱の後側から引き寄せてあることを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、支柱の上端の前側に位置する上桟が、引寄せ具により支柱に引き寄せ
られるものであって、引寄せ具は支柱に対して後側から引き寄せてあるので、支柱の前側
面を露出させる必要がなく、支柱が上桟よりも上側に突出しない。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】支柱と上桟の連結部を示し、（ａ）は横断面図、（ｂ）は縦断面図である。
【図２】引寄せ具の三面図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）は背面図で
ある。
【図３】キャップの取り付けの説明図である。
【図４】構造体の縦断面図である。
【図５】構造体の正面図である。
【図６】従来の構造体における支柱と上桟の連結部を示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。この構造体は、種々の用途に用
いられるものであるが、ここでは住宅の敷地境界などに設置されるフェンスの場合を例に
挙げる。図４及び図５に示すように、このフェンスは、左右に並べて立設した支柱１の前
側にパネル体１０，１０ａを取り付けたものであり、前側が道路側、後側が家側となる。
パネル体１０，１０ａは、上下に２枚並べて設けてあり、さらに上側のパネル体１０と下
側のパネル体１０ａが、それぞれ左右に連結されて複数枚並んでいる。上下のパネル体１
０，１０ａは同じ形状であり、何れも上桟２，２ａと下桟５，５ａを有していて、上桟２
，２ａと下桟５，５ａの間に面材や格子材を設けて面状に形成してある。なお、支柱１、
上桟２，２ａ及び下桟５，５ａは、何れもアルミ製の押出形材からなる。また、上側のパ
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ネル体１０の下桟５と下側のパネル体１０ａの上桟２ａの間には、弾性素材からなる隙間
隠し材８を設けてある。
【００１０】
　支柱１は、図１に示すように、断面略正方形の中空形材からなり、前側面に、断面略凹
形で上下に延びる溝部１１を形成してあり、さらに溝部１１の底面に、断面略Ｃ字形で上
下に延びる係止溝１２を形成してある。
【００１１】
　上下のパネル体１０，１０ａの上桟２，２ａは、図４に示すように、上端部に断面略矩
形のホロー部２１，２１ａを有しており、ホロー部２１，２１ａの上端部から後側に延出
して後端で下側に屈曲した略Ｌ字形の被係合片２２，２２ａを設けてある。被係合片２２
，２２ａの下端部には、前側に向けて突出する係止部２３，２３ａを形成してある。また
、ホロー部２１，２１ａの下端部から後側に向けて略矩形状に突出した突出部２４，２４
ａを設けてある。
【００１２】
　上下のパネル体１０，１０ａの下桟５，５ａは、図４に示すように、下端部に断面略矩
形のホロー部５１，５１ａを有しており、ホロー部５１，５１ａの上端部から後側に延出
して後端で下側に屈曲した略Ｌ字形の被係合片５２，５２ａを設けてある。被係合片５２
，５２ａの下端部には、前側に向けて突出する係止部５３，５３ａを形成してある。また
、ホロー部５１，５１ａの下端部から後側に延出して後端で下側に屈曲した略Ｌ字形の突
出片５４，５４ａを設けてある。なお、上桟２，２ａの被係合片２２，２２ａ及び突出部
２４，２４ａ並びに下桟５，５ａの被係合片５２，５２ａ及び突出片５４，５４ａの突出
幅は全て同じである。
【００１３】
　そして、上下のパネル体１０，１０ａは、それぞれ上桟２，２ａと下桟５，５ａを支柱
に固定して取り付けてある。まず、上側のパネル体１０の上桟２については、図１及び図
２に示すような、引寄せ具３を用いている。引寄せ具３は、前側に設けた略Ｊ字形の係合
部３１と、後側に設けた垂直面からなる固定部３２と、係合部３１と固定部３２の上端同
士をつなぐ水平面からなる連結部３３を有する金具であって、係合部３１と固定部３２が
、連結部３３よりも下側に位置する形状となっている。係合部３１は、垂直向きの前側面
３４及び後側面３５と、前側面３４と後側面３５の下端同士をつなぐ見込面３６からなり
、前側面３４より後側面３５の方が上下に長く、また係合部３１の前側面３４のみが幅広
で支柱１の幅と略等しく、その他の部分は支柱１の溝部１１に丁度納まる幅となっている
。また、係合部３１の前側面３４の上端の、固定部３２及び連結部３３よりも左右方向外
側に突出した位置には、後側に向けて突出する突起部３７を形成してある。さらに、固定
部３２の左右方向中央部には、ネジ孔３８を形成してある。
【００１４】
　この引寄せ具３を、支柱１の上端部に取り付けてある。図１に示すように、係合部３１
の後側面３５が溝部１１に納まり、前側面３４が支柱１の前側面から突出しており、固定
部３２が支柱１の中空部内に入り込んでおり、連結部３３が支柱１の上端を越えている。
支柱１の後側面の、固定部３２のネジ孔３８に対向する位置には、貫通孔１３を形成して
あり、この貫通孔１３に後側からネジ３９を挿入して、支柱１内に位置する固定部３２の
ネジ孔３８に螺合してある。よって、ネジ３９を回すことで、引寄せ具３が前後方向に移
動する。そして、支柱１の上端の前側に上側のパネル体１０の上桟２が位置しており、支
柱１から突出した係合部３１の前側面３４に、上桟２の被係合片２２が係合している。こ
の際、上桟２が上方（係合部３１と被係合片２２の係合が外れる方向）に移動しても、係
合部３１の前側面３４の突起部３７に、被係合片２２の係止部２３が係止して、引寄せ具
３から上桟２が外れることを防ぐ。このように係合部３１の前側面３４に上桟２の被係合
片２２が係合した状態で、引寄せ具３の固定部３２に螺合するネジ３９を回して、引寄せ
具３を後側に移動させ、上桟２を支柱１に引き寄せて固定してある。
【００１５】
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　さらに、支柱１の上端には、キャップ４を取り付けてある。キャップ４は、図１、図３
及び図４に示すように、支柱１の上端面を丁度覆う正方形の平板状のものであって、下面
を掘り込んだ形状の空間部４１を設けてあり、この空間部４１に、支柱１の上端を越える
引寄せ具３の連結部３３が納まっている。また、キャップ４の下面の、引寄せ具３を回避
する位置には、下側に突出する挿入部４２を設けてあり（図１では図示省略）、挿入部４
２を支柱１の中空部に挿入することで、キャップ４が固定されている。なお、上桟２の上
端の高さ位置は、キャップ４の上面と略一致している。
【００１６】
　また、上側のパネル体１０の下桟５については、図４に示すような、支持具６を用いて
いる。支持具６は、略Ｊ字形の金具であって、垂直向きの前側面６１及び後側面６２と、
前側面６１と後側面６２の下端同士をつなぐ見込面６３からなり、前側面６１より後側面
６２の方が上下に長く、また前側面６１のみが幅広で支柱１の幅と略等しく、その他の部
分は支柱１の溝部１１に丁度納まる幅となっている。この支持具６を、支柱１の前側に取
り付けてあり、後側面６２が支柱１の溝部１１に納まり、後側面６２の上部（前側面６１
よりも上側の位置）を、係止溝１２に挿入した裏板６４にネジ止めしてあって、前側面６
１が支柱１の前側面から突出している。そして、支持具６の前側面６１に、下桟５の被係
合片５２が係合して載置されている。このように、下桟５が支柱１に固定した支持具６に
載置され、上桟２が引寄せ具３により支柱１に引き寄せられて、上側のパネル体１０が支
柱１の前側に固定されている。
【００１７】
　一方、下側のパネル体１０ａの上桟２ａについては、図４に示すような、取付具７を用
いている。取付具７は、略Ｊ字形の金具であって、垂直向きの前側面７１及び後側面７２
と、前側面７１と後側面７２の下端同士をつなぐ見込面７３からなり、前側面７１より後
側面７２の方が上下に長く、また前側面７１のみが幅広で支柱１の幅と略等しく、その他
の部分は支柱１の溝部１１に丁度納まる幅となっている。なお、取付具７の前側面７１及
び後側面７２は、それぞれ支持具６の前側面６１及び後側面６２よりも長く形成されてい
る。また、前側面７１の上端の、後側面７２及び見込面７３よりも左右方向外側に突出し
た位置には、後側に向けて突出する突起部７５を形成してある。この取付具７を、支柱１
の前側に取り付けてあり、後側面７２が支柱１の溝部１１に納まり、後側面７２の上部（
前側面７１よりも上側の位置）を、係止溝１２に挿入した裏板７４にネジ止めしてあって
、前側面７１が支柱１の前側面から突出している。そして、取付具７の前側面７１に、上
桟２ａの被係合片２２ａが係合している。この際、上桟２ａが上方（前側面７１と被係合
片２２ａの係合が外れる方向）に移動しても、前側面７１の突起部７５に、被係合片２２
ａの係止部２３ａが係止して、取付具７から上桟２ａが外れることを防ぐ。このように取
付具７の前側面７１に上桟２ａの被係合片２２ａが係合した状態で、取付具７を支柱１に
ネジ止めするネジをねじ込んで、上桟２ａを支柱１に固定してある。なお、取付具７のネ
ジ止めの位置が、上桟２ａの上端よりも上側なので、前側から支障なくねじ込むことがで
きる。
【００１８】
　また、下側のパネル体１０ａの下桟５ａについては、図４に示すような、支持具６を用
いている。この支持具６は、上側のパネル体１０の下桟５の固定に用いるものと同じであ
り、後側面６２が支柱１の溝部１１に納まり、後側面６２の上部（前側面６１よりも上側
の位置）を、支柱１に前側からネジ止めしてあって、前側面６１が支柱１の前側面から突
出している。そして、支持具６の前側面６１に、下桟５ａの被係合片５２ａが係合して載
置されている。このように、下桟５ａが支柱１に固定した支持具６に載置され、上桟２ａ
が取付具７により支柱１に固定されて、下側のパネル体１０ａが支柱１の前側に固定され
ている。
【００１９】
　なお、この構造体を施工する際の具体的な手順は、以下のとおりである。
（１）支柱１を左右に並べて立設する。
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（２）下側のパネル体１０ａの支持具６を、支柱１にネジ止めして固定する。
（３）取付具７に裏板７４を仮止めし、取付具７の前側面７１を下側のパネル体１０ａの
上桟２ａの被係合片２２ａに係合させる。
（４）下側のパネル体１０ａの下桟５ａの被係合片５２ａを支持具６の前側面６１に係合
させるとともに、取付具７に仮止めした裏板７４を支柱１の係止溝１２に挿入して、取付
具７を支柱１にネジ止めする。
（５）下側のパネル体１０ａの上桟２ａの上面に、隙間隠し材８を取り付ける。
（６）上側のパネル体１０の支持具６に裏板６４を仮止めし、裏板６４を支柱１の係止溝
１２に挿入して、支持具６を支柱１にネジ止めする。
（７）支柱１の上端部に引寄せ具３を取り付け、ネジ３９で仮止めする。
（８）上側のパネル体１０の下桟５の被係合片５２を支持具６の前側面６１に係合させる
とともに、上桟２の被係合片２２を引寄せ具３の係合部３１の前側面３４に係合させ、引
寄せ具３のネジ３９を本締めして、上桟２を支柱１に引き寄せる。
（９）支柱１の上端部にキャップ４を取り付ける。
【００２０】
　このように構成した本発明の構造体によれば、上側のパネル体１０の上桟２を支柱１に
取り付けるための引寄せ具３が、支柱１に対して後側から引き寄せてあるので、支柱１の
前側面を露出させる必要がなく、支柱１が上桟２よりも上側に突出しない構成となってお
り、意匠性が良好である。また、引寄せ具３の連結部３３が支柱１の上端を越えており、
支柱１に連結部３３を通すための孔や切欠などを設ける必要がなく、製造が容易である。
そして、支柱１の上側を通す連結部３３は、支柱１の上端に取り付けるキャップ４の空間
部４１内に納まるので、これにより意匠性を損なうことはない。さらに、このように支柱
１に孔や切欠を設けないので、施工現場において支柱１の上端を切断して高さを調整する
ことができる。
【００２１】
　本発明は、上記の実施形態に限定されない。たとえば、パネル体は上下に１枚のみ設け
るものであってもよいし、３枚以上設けるものであってもよい。また、引寄せ具と上桟の
係合部分の構造や、支柱に対して引寄せ具を引き寄せる部分の構造は、どのようなもので
あってもよい。そして、引寄せ具の連結部は、少なくとも一部が支柱の上端を越えていて
、これにより支柱に連結部を通すための孔や切欠などを設ける必要がないものであればよ
く、連結部の支柱上端を超える部分より前側部分が、支柱の前側面の溝部内を通るものや
、連結部の支柱上端を超える部分より後側部分が、支柱の中空部内を通るものであっても
よい。さらに、上側のパネル体の上桟以外の支柱に対する取付部分の構造についても、ど
のようなものであってもよい。
【符号の説明】
【００２２】
　　　１　支柱
　　　２　上桟
　　　３　引寄せ具
　　　４　キャップ
　　３１　係合部
　　３２　固定部
　　３３　連結部



(6) JP 6857037 B2 2021.4.14

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(7) JP 6857037 B2 2021.4.14

【図５】

【図６】



(8) JP 6857037 B2 2021.4.14

フロントページの続き

(56)参考文献  実開昭５３－０４００３２（ＪＰ，Ｕ）　　　
              国際公開第２００７／０２２５７１（ＷＯ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０４Ｈ　　１７／１４　－　１７／１６　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

